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1　 は
“
め に

　光源の 演色徃評価方法に は 、 忠実な色の 見え に

基づ く評価方法と、 好 ま しい色の見えに基づ く評

価方法が ある。 前者の 評価方法 は、 CIEやJIS” で

規定 されて い るが、 後者の 評価方法は 、 これ まで

い くつ か の方法が提案されて い るが 、 標準化 され

て い る方法 は定ま っ て い ない 。 しか し、 各照明分

野で の ラ ン プの適用を考えると、 忠実な色の見え

に もとつ く評価よ りもむ しろ好ま しい 色の 見えに

もとつ く評価が重要 と考え られ る。

　今回好ま しい 色の見え に もと つ く評価方法とし

て 、 これ まで に提案されて い るJuddの Flattery

Index2），Jeromeの Flattery　 Index3〕・4 ，，Thornton

の Color−Preferencelndex（CPI）5】
に つ い て、

現行JISの R ， との関係を検討 しe ，
、 それぞれの

評価方法の 特徼を明らか に した。

鎧

　各評価指数の 計算に使用したテ ス ト光の 分光分

布は 、 光源の 分光分布の 違い に 対して 各評価指数

の 組織的な変化を解析す るた め に、 納谷 らの 分光

分布合成法
丁⊃

を用い て 色温度が 3000K，5000K， 6500

K の 蛍光ラ ンプの 分光分布を各色温度に対 して 13

種類、 合計39種類を作成 した （負の分光分布 を含

む） 。 各色温度に対して作成 した 13種類の蛍光 ラ

ン プは 、 低 Re か ら高 R 魯 、 さ らに基準光 よ り高

彩度に色再現す る こ とに よ っ て 低 Ra にな る
一連

の 分光分布 を有 して い る。 こ の ようなテ ス ト光の

分光分布 をもとに 、 各評価指数を計算 し比較 した。

w w
　図 1 〜 図3 に 平均演色評価数 Re と各評価指数

との 関係 を示す。 横軸が R 、 で 、 縦軸が各評価指

数 で あ り、 図1 はJuddの Flattery　Index、 図2

はJeromeの Flattery　Index、 図 3は 、
　 ThomtQnの

CP工 を示 す 。
　 Q 印、  印 は 3000　 K、 △ 印、 △ 印 は

5000K 、 口印 、 麟印は 6500　 Kの結果 を示す。 また、

龝印、 A 印、 飜印 は分光分布に負の 成分を含ん で

い る こ とを示す。

　図 1 〜図3 よ り、 光源の 平均演色評価数 Ra が

単諞増加 して い るときは、 各評価指数の 値はほぼ

単調増加す る。 しか し、 さらにテス ト光が 墓準光

よ りも高彩度に色再現される と、 Ra は減少する

が、 それに伴い 、 各評価指数は各計算方法に伴う

それ ぞれ固有の 変化をする。

　図 1 に示す ように 、 Juddの Flattery　Index は、

テ ス ト光の 色再現領域が 基準光の 色再現域 を越え

るに従い 、 わずか に評価指数の 増加がみ られる。

すな わち、 図1 で 高彩度化され た光源 に対す る評

価指数の 軌跡 は、 右上 で 折 り返 され た後、 同
一

軌

跡上 を通 らず 、 上側を通る。 しか し、 Ra との 対

応は比較的良い 。 これは 、 Juddの評価方法 で用い

られた色度偏差 （Juddが定め た好ま しい色度点と

基準光下で の 色度点との 色度差）が小さい ため で

あると考え られ る。

　こ れに対 し、 Jeromeの Flattery　 Indexは、 図2

に示すよ うに 、 高彩度化に よ っ て R 。 が滅少 して

も、 な め らか に上昇 して い るこ とがわか る。

　い っ ぽ う、 ThQrntonの CPI は、 図3 に示す よ

うに、 Ra が 75前後 （高彩度化に よ る Re ）まで

はJeromeの Flattery　Indexと同様の 傾向を示すが、

　 さらに 高彩度化 （つ ま り、 Ra が 減少す る）す

る に従い 、 CPI は減少す る。 こ の よ うに、 両者の

評価指数の R 、 に対す る変化の わずかな違い は、

Thorntonの CPI の 計算式に は肌色や 木の 葉の 緑の

試験色が含 まれ て い な い こ とに よる。 また、 いず

れの 評価指数も光源の 色温度の 違い に対して 変化

は なか っ た 。

錙
　好ましい色の 見え に 基づ く演色性評価方法 とし

て 、 従来、 提案されて い るJudd，　Jerome，　Thornton
の 評価指数に つ い て 、 分光分布合成法による39種

［：：＝ 二＝＝＝ ＝：：：＝ ：二 二二二 3t ：＝ ＝ ＝：＝ ＝ ＝二 ＝ ＝ ：＝ ：コ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

日本色彩学会誌　　VOLUME 　16　NUMBER 　11992

類の 光源の分光分布を用 い て計算 し、 現行JISに

もとつ く平均演色評価数 R 。 と比較検討 した． そ

の結果、 今囿の 条件の 範囲に おい て 、 次の こ とが

明らか に な っ た。

（1）各評価指数 とも、 光源 の色再現領域が基準光

　　の 色再現領域以下の場合は、 平均演色評価数

　　 Rm とほぼ一
義的 に対応す る。

（2）しか し、 光源の色再現領域が基準光の 色再現

　　領域以上に な ると、 各評価指数の 変化はそれ

　　ぞ れ異なる。 JuddのFlattery　Indexeま減少す

　　るが、 Jeromeの Flattery　Indexは さらに増加

　　し続け る。 Thorntonの CPI は、 そ の 中闇的な

　　変化をす る。

（3） 3 者の 評価方法の 違 い は、 好ま しい色度点 と

　　基準光下の それ との 色度偏差の 値が異な る こ

　　と、 評価に 用い る試験色の 種類、 及び、 各試

　　験色に対す る寄与率 （重み）の差異に ある。

　今後、 3 者の 評価式 の 中で い ずれの 評価式が 適

切で あるか を現有の 光源及び色順応方程式を用い

た検討、 さらに 、 観察結果との 対応 に よ り検討 し

て い く必要がある。
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図2 ．Ra と Jerorne の Fia しtery　lndex との 関係
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図 1，Ra と Judd の Flattery 　 lndex との 関係
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図 3 　Ra と丁hornton の CPI との 関係
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